
平成 29 年度 未来がん医療プロフェッショナル養成プラン  

「第１回 緩和ケア領域における臨床心理士の事例検討会」のご案内 

 

日時：平成３０年３月１０日（土）１３：００－１８：３０ 

場所：アートホテル弘前シティ  3 階 サファイア （〒036-8004 青森県弘前市大町 1 丁目 1-2） 

参 加 費：５００円        

懇親会費：５，０００円   ※参加費と懇親会費は、当日ご持参下さい。おつりの出ないようご協力下さい。 

募集人数：５０名（先着順） 

 

プログラム 

１３：００～１５：３０ 事例発表① １５０分   

発表者：弘前大学医学部附属病院 緩和ケア診療室 島田 恵子  

テーマ｢セラピストのふるまい、クライエントを敬い、そして守ること  

～傷ついた尊厳を修復するイメージをセラピストが抱えて｣ 

コメンテーター  高槻赤十字病院        岸本 寛史先生 

司      会  心理臨床オフィスすがわら  菅原 憲先生 

１５：３０～１５：４０ 見学者との意見交換① 10 分 

１５：４０～１５：５０ 休憩 10 分 

１５：５０～１８：２０ 事例発表② １５０分  発表者：宮城県立がんセンター がん診療相談支援室 多田 万恵 

テーマ「死にゆくことと生きることの間にあること～緩和ケア病棟 T さんと共に過ごした 2 年間～」（仮） 

コメンテーター  四国がんセンター       井上 実穂先生 

司      会  心理臨床オフィスすがわら  菅原 憲先生 

１８：２０～１８：３０ 見学者との意見交換② 

 

◆ 講師の先生方のご略歴（アイウエオ順） ◆ 

井上 実穂 先生 

2006 年より四国がんセンター勤務。がん患者、家族への心理的支援に従事。NPO ホープツリー（がんの親を持

つ子供への支援団体）理事 

 

岸本 寛史 先生 

1991 年京都大学医学部卒業。京都大学病院准教授を経て、2012 年より現在、高槻赤十字病院 緩和ケア心療

科部長 

 

菅原 憲   先生 

1958 年岩手県一関市に生まれる。1981～2005 年、岩手晴和病院に臨床心理士として勤務。24 年間の精神科臨

床経験を経て、2005 年「心理臨床オフィスすがわら」を開設。 

岩手県立大学大学院非常勤講師。岩手ロールシャッハ研究会講師 

 

◆ お申し込みについて ◆ 

申込書に必要事項を記載し、メール、または FAX でお申し込み下さい。ホームページからもお申し込み出来ます。 

◆ 臨床心理士研修ポイント申請について ◆ 

（公益財団法人）日本臨床心理士認定協会研修ポイント申請予定です。 


